
�°
`�þ�‚�O
��Ô�Š���M��
¹�£�q�C�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�j�ŒÃ…
C�ì���=Ã•�¤�©�¶Ã…
\ ���~��
¹Ã•Ã…����
�™�•�¬�Æ�ˆ
æ�¢�¤
æ�•�à�£�Æ�ˆ�C���™

7 月 5 日、「愛知の発酵文化と中医学の生薬・薬膳との関係」をテーマに、愛知県半田市において 

名古屋地区交流会を開催いたしました。当日は曇り空で時折小雨が降るお天気ではありましたが、

厳しい暑さを避けることができ、参加者の皆様と快適に一日を過ごすことができました。

　午前中は、半田市にあるミツカンミュージアムを見学しました。館内では、お酢づくりの歴史や日

本の食文化について楽しく学び、ミツカン酢の原点となった「赤酢」の誕生秘話にも触れることが

できました。また、ロボットガイドや専用アプリを活用した体験型展示も充実しており、「見て・触れて・

体験しながら学べるミュージアム」として、参加者の皆様からも「とても面白かった」「見応えがあっ

た」と大変好評でした。

　愛知県は、八丁味噌やたまり醤油、白しょうゆ、みりん、日本酒、酢など、日本を代表する発酵

食品の産地として知られています。県が推進する「発酵ツーリズム」は、単に発酵食品を味わうだ

けでなく、「発酵文化そのものを旅の目的とし、発酵を巡ることで愛知の歴史や文化を知る」という

考え方をコンセプトとしています。



　今回の交流会では、この愛知ならではの発酵文化を実際に体験しながら、中医学における生薬や

薬膳とのつながりについて学ぶ機会となるよう企画いたしました。

　見学後は、中国薬膳レストラン漂香茶館へ移動し、中国人産婦人科医であり薬膳師でもあるオー

ナー・西山杏実様による「四物湯薬膳ランチ」をいただきながら、参加者全員の自己紹介を行いま

した。和やかな雰囲気の中で会話も弾み、名古屋地区会員同士の親睦を深める貴重な時間となりま

した。

　食後には、中国の発酵茶である茯茶（フーチャ）と、オーナー手作りの五仁月餅を味わいながら、

池上文雄先生によるミニ講演「発酵と生薬・薬膳の関係」を開催しました。池上先生ならではのユー

モアあふれる語り口に、会場は笑顔に包まれながらも、発酵と生薬・薬膳との深い関わりについて

分かりやすく学ぶことができました。また、西山先生からも中国の発酵茶「茯茶」について詳しい

お話をいただき、その歴史や特徴、健康との関わりなどについて理解を深めることができました。

参加者からは多くの質問が寄せられ、皆様の関心の高さが感じられる充実した学びの時間となりま

した。

　当日は 31名が現地で参加し、さらに録画配信には 33 名のお申し込みをいただきました。遠方か

らも多くの皆様にご参加いただき、終始和やかな雰囲気の中で、大変盛況な交流会となりました。

名古屋地区では初めてとなる「お出かけ交流イベント」でしたが、多くの方々から「楽しく学ぶこと

ができた」「交流する機会が持ててよかった」とのお声をいただき、企画担当者として大変嬉しく感

じております。

　今回の交流会を通して、発酵文化と薬膳・中医学との深い関わりを、「見て・学んで・味わい・

語り合う」一日となりました。参加者の皆様にとって、新たな気づきと交流の機会となっておりまし

たら幸いです。

　本年度のイベントは今回で終了となりますが、来年度も名古屋地区ならではの特色を活かし、薬

膳や中医学を楽しく学び、会員同士が交流できる企画を開催してまいりたいと考えております。

　最後になりましたが、ご参加いただきました皆様、ご講演いただきました池上文雄先生、西山杏

実先生、ご協力いただきましたミツカンミュージアムならびに漂香茶館の皆様に、心より御礼申し上

げます。

名古屋地区担当　岩附由加里


